
BootRacer Enterprise 
 

BootRacer Enterprise 評価版には以下が含まれます。 

1. bootracer_ent_sql.msi – メインインストレーションファイル 

2. bootracer_ent_sql.sms - Microsoft SMS サーバを使って配布するイメージ 

3. create-bootracer-db-ms-sql.sql – データベース作成スクリプト 

4. create-bootlog-tables-ms-sql.sql – ユーザターブル作成スクリプト 

5. auto-install.bat  - 自動インストールのためのスクリプト 

6. bootracercc.zip – レポート分析ツール 
 

ビデオ教材(英語): 
http://www.youtube.com/watch?v=ejxuXgIlxRE 
 

まず、 BootRacer データーベースを Microsoft SQL サーバに作成 

"create-bootracer-db-ms-sql.sql" スクリプトを開く 
 

データファイルパス名の変更: 
c:\bases\bootracer_Data.MDF 
c:\bases\bootracer_Log.LDF 

を設定するパス名に変更します。 
 

データベース名 ("bootracer") およびログイン名("bootracer")を変更します。 
 

その後、ユーザテーブル”Bootlog”を作成するために、新しいデーターベースで 

"create-bootlog-tables-ms-sql.sql" スクリプトを実行します。 
 

次に、自動インストールの作成 

自動インストールを行うには、 "auto-install.bat" をサンプルとして使用してくださ

い。 
 

msiexec /i bootracer_ent_sql.msi RAC_SQL=bootracer 

RAC_USER=bootracer RAC_PASS=bootracer RAC_DB=bootracer 

/qr 

 

RAC_SQL は、サーバ名 

RAC_USE は SQLサーバ上の"bootracer" ユーザ名 

RAC_PASS はパスワード 

RAC_DB はデータベース名 

 

不要なパラメータは無視してください。 
 

重要! 

データーベース設定は、次のファイルに保存されています。 

http://www.youtube.com/watch?v=ejxuXgIlxRE


 
%Program Files%\BootRacer\sqrac.ini 

 

例: 

[SQL] 

Database=bootracer 

User=bootracer 

Password-bootracer 

Server=server1 

 
 

サーバ名、またはデータベース名を変更したい場合: 

1. 新しいファイルの展開: 

32ビットシステム: Program Files\BootRacer\sqrac.ini 

64ビットシステム: Program Files (x86)\BootRacer\sqrac.ini 
 

MSI ファイルの変更： 

無料の編集ツール instead が利用できます。 
http://www.softpedia.com/get/Authoring-tools/Setup-creators/InstEd.shtml 
 

instEdを開く: 

1) [ファイル]>[開く]から bootracer_ent_sql.msiを開きます。 

2) "Property" テーブルを見つけます。 

3) RAC_DB, RAC_SQL ツリー プロパティをスクロールダウンします。 

内容を変更します。 

4) [File]>[Save]で保存します。 
 
 



 
 

BootRacer ファイル: 

 

データベース接続情報: 
%Program Files%\BootRacer\sqlrac.ini  

 

例: 
[SQL] 

Server=server1 

User=bootracer 

Password=bootracer 

Database=bootracer 

 

デバッグログファイル: 
C:\Users\Public\Documents\bootracer.log 

 

これは最後の起動時のすべてのデバッグ情報を含んだ情報重要なファイルです。 

 

履歴ログファイル: 



C:\Users\Public\Documents\bootracer.his  

起動結果を含みます。 

 

BootRacer 設定ファイル: 

データベース接続情報および設定は下記に保存されます。 
- Windows Vista/Seven/Windows8: 
C:\Users\Public\Documents\bootracer.ini 

- Windows XP/2003/2000: 
C:\Documents and Settings\Public\Documents\bootracer.ini 

ファイルは単純なテキストフォーマットです。 
 
 

注意! 

bootracer.log. bootracer.ini は、Windows explorerでは隠しファイルになって

います。  

隠しファイルを表示するには、Windows Explorer設定を変更してください。 
 

“Bootracer_history.sql” 
 
C:\Users\Public\Documents\Bootracer_history.sql 
 

最後の結果が SQL フォーマットで保存されています。 

BootRacer がデータベースサーバに接続できない場合、結果を

"bootracer_history.sql" ファイルに収集します。 

次回 BootRacer は収集したデータをサーバに送信します。 

ファイルは SQLの実行に成功したら削除されます。 

 

お問い合わせの際は、下記のファイルと共にお問い合わせください。 

BootRacre.exe のインストール先にある Bootlogger.exeを管理者権限で実行

し、bootlog.7z ファイルを取得して送ってください。 

 

 

  


